ケツゴウ セイブツ タイケイ ニオケル ヒョウジュン ショウヒン ノ ソンザイ by 宮本 順介 et al.
結合生産物体系における標準商品の存在＊














２ 問 題 の 所 在
結合生産物体系の価格方程式はつぎの連立方程式によってあらわすことがで















いて変形すると  	       
となる。標準体系における純生産物すなわち  をニュメレールにと
り， に留意すると，は 	        
となり，線形の分配方程式が得られる。結合生産物を含む体系においても単一
２）Sraffa（１９６０），邦訳７６ページ。























































定 理を正則行列とする。このとき体系   ９）が既約行列となるための必
要十分条件は体系   が基礎的となることである。１０）
証 明




８）以下の議論は Abraham-Frois G., Berrebi E.（１９７６）pp.７１－７７による。
９）体系   とは投入行列をとし産出行列を（単位行列）とする生産体系の







た入れ替えによって産出行列が    となるので，体系     は可
約行列となる。つぎに体系     が可約行列であると仮定する。このとき，
適当な置換行列 が存在し，      は下三角行列となる。ここで  
とし          を    次の正方行列，         を    行
列，        を次の正方行列とすると，                                  
と書くことができる。ただしは   の零行列。つぎにの行列          
を考える。ただしは次の単位行列。の階数は。一方   を置換
行列 を使って行と列を入れ換えると，置換された体系   の階数が
であることがよりわかる。したがって   は非基礎的である。
証明終わり
かくて体系     が既約行列であるか可約行列であるかは，体系  が基礎的であるか非基礎的であるかに対応しているので，以下では体
系   が基礎的である場合と非基礎的である場合に分けて正の標準比率の
存在を検討する。
１）体系   が基礎的でかつ  の場合。この場合には，フロベ







２）体系     が基礎的でかつ  の場合。この場合は必ずしも
実数であるとはかぎらない。マナーラはつぎの数値例をあげて固有値が虚数に
なる可能性を指摘した。体系     がつぎの値をとるものとする。            
このとき         	  
が成立しているので，マナーラの数値例はケース２）に該当する。この生産体





























体系    は基礎的であり，かつ   ，  と仮定する。このとき正の




証 明         と仮定する。任意の      に対して，     	である。 
   とおけば， とおくことができる。
また産出物をと基準化する。つぎに  であるので，，， と書くことができる。ここで，  である
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